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永
平
寺
だ
よ
り 

▼
長
男
孝
純
和
尚
は
五
月
六
日
に
永
平
寺
の
修

行
を
終
え
寺
に
戻
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
寺
に

て
本
当
の
修
行
が
始
ま
り
ま
す
。 

▼
修
行
二
年
目
の
次
男
秀
孝
和
尚
は
五
月
よ
り

受
処
（
参
拝
、
参
籠
受
付
係
）
に
転
役
と
な
り

ま
し
た
。 

最
上
三
十
三
ヶ
所
観
音
霊
場
巡
拝
の
旅 

 

六
月
一
日
〜
三
日
（
二
泊
三
日
）
住
職
、
男

性
二
名
、
女
性
十
二
名
、
計
十
五
名
。
子
年
御

開
帳
の
最
上
観
音
霊
場
三
十
三
ヶ
所
を
般
若
心

経
読
経
、
観
音
和
讃
を
お
唱
え
し
て
巡
拝
し
ま

し
た
。
広
厳
寺
ブ
ロ
グ
に
掲
載
中
！ 

仏
事
の
知
識 

 

剃
髪
（て
い
は
つ
） 

 

  

お
坊
さ
ん
は
な
ん
で
頭
を
ツ
ル
ツ
ル
に

剃
っ
て
い
る
の
？ 

よ
く
聞
か
れ
る
質
問

で
す
。
な
ぜ
髪
を
剃
る
か
と
言
い
ま
す
と

煩
悩
を
消
し
去
る
た
め
で
す
。
お
経
の
中

に
、「
剃
除
鬚
髪 

当
願
衆
生 

永
離
煩
悩 

究
竟
寂
滅
」
と
あ
り
、
こ
の
偈
を
唱
え
な

が
ら
剃
髪
し
ま
す
。
髪
の
毛
は
剃
っ
て
も

剃
っ
て
も
ま
た
生
え
て
き
ま
す
。
髪
の
毛

と
同
じ
く
煩
悩
も
無
く
し
て
も
無
く
し
て

も
ま
た
湧
い
て
き
ま
す
。
髪
の
毛
を
煩
悩

に
た
と
え
、
剃
髪
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
煩

悩
を
消
し
去
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
宗
派
に
よ
っ
て
は
剃
髪
し
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

こ
の
剃
髪
は
、
曹
洞
宗
で
は
お
葬
儀
の

時
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
ま
ず
剃
髪
の
儀

式
を
い
た
し
ま
す
。
仏
弟
子
と
な
っ
て
い

た
だ
く
、
得
度
を
し
て
あ
の
世
に
旅
立
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
葬
儀
の
際
に
は
故
人

み
な
さ
ん
に
お
剃
刀
を
あ
て
ま
す
。 

●
ご
案
内 

 

三
遊
亭
鳳
楽
独
演
会 

 

十
月
五
日
（日
曜
） 

於
広
厳
寺 

 
 
 

午
後
五
時
半
開
場 

午
後
六
時 

開
演 

 
 

チ
ケ
ッ
ト
千
円
発
売
中
！ 

        

本
堂
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
人
が
鳳
楽

師
匠
の
落
語
を
聞
き
に
来
て
く
れ
ま

す
。
今
回
は
第
四
回
目
、
い
ま
ま
で
の

演
目
は
、
第
一
回
こ
ん
に
ゃ
く
問
答
、

し
り
も
ち
、
第
二
回
味
噌
蔵
、
文
七
元

結
、
第
三
回
子
ほ
め
、
禁
酒
番
屋
、
ね

ず
み
穴
。
今
年
は
何
が
出
る
か
大
変

楽
し
み
な
と
こ
ろ
で
す
。
ぜ
ひ
本
物
の

落
語
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。 

 
第１番札所 若松観音にて 

♪めでた～めでた～のわかまつさまよ♪  

 

 


